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表1.入続時検査所見
はじめに
卵巣の皮接嚢彊は，月壬組抱由来の麗蕩で，嚢麹形成を
伴なう良性腫蕩である。その発生頻変は，他の卵巣腫壌
に比較して高く，全卵巣麗蕩中の約30%である。しかし
ながら，その悪性化した症例は稀である。我々は，最近
皮様嚢謹から発生したと考えられる嘉平上皮癌を認め，
同時に同一卵巣内に粘液性嚢臆腺癌が共在したきわめ
て稀な症例を経験したので，文献的考察を加え報告す
る。
室部
患者:石Oし0，58歳，主婦。
家族歴:妹が子宮癌の手術を受けている。
既J;t;壁:17識の時，左側卵巣腫蕩にて切除術を受けて
いるが，その組識学的診断辻不明である。
月経産及び妊娠璽:19歳の時，初経を認め47歳で関経
をむかえている。その障に 3回の妊娠を経験し，そのう
ち2自の出産を行なっている。
現病産:昭和55年 5月5Sごろに便秘 (4S関排便な
し)及び、腹痛が出現し，毘時に下腹部の膨瀧感があった
ので近医を受診した。その時，近涯のすすめもあって，
旭中央病院産婦人科を受診した。初診持，患者は，体格
中等度で栄養状惑も良好であった。身長は 151cm，体重
は55kgで，やや肥り気味であった。 タト表からは胸部及
び外陰部には異常なく，表在からリンパ節註触知しな 
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内診すると，右側の子宮附属器に一致して成人頭大の
嚢抱状の柔らかい弾性軟の麗蕩を触知した。しかし，
子宮には，ほとんど異常を認めなかったっ以上の結果
から卵巣嚢麓の診断のもとに 5月26日に入院した(表 
)。1 
手街所見:昭和55年5月27日壊椎麻酔にて開腹手術を
諸行した。援態内所見としては，襲水，及びゆ着なく，
場管の走行tこは，異常誌なかった。子宮の硬度は正常
、。v で，その大きさにも異常なく，右卵巣には，宇野前診断通 
*)1]鉄病院窪掃人科料千葉大学涯学部第 1痕理学教室 料本留保旭中央病院産婦人科 料料千葉大学医学
部産婦人科学数室 
Hideo ISHIGEぺKoichiNAGAO料， SaIzo KUWASHIMA料キ， Koshiro IT A狂ASHI*and Hiroyoshi 
TAKAMIZAWA材料: A Case of Malignant Dermoid Cyst of the Ovary Coexistent with Muci~ 
nous Cystoadenocarcinoma 
本 Divisionof Obstetrics and Gynecology，Kawatetsu Hospital.料 FirstDepartment of Pathology， 
School of Medicine，Chiba University.本**Division of Obstetrics and Gynecology，Asahi Hospi-
tal.林料 Departmentof Obstetrics and Gynecology，School of Medicine，Chiba University. Chiba 
Received for publication，Jariuary 6，1981. 
142 石毛英男・他 
Fig. 1.描出された卵巣麓蕩の額面録。麓壌は薄い線維性被膜によって圏まれた 3つの嚢麗 
(A，B，C)から形成されている 
Fig. 2. Fig. 1の模型国 
A: 皮様嚢謹の一部に嘉手上皮惑を認める
豆: Aとは別舗の良性皮様嚢腫である 
C: 粘液性嚢胞腺癌
り成人頭大の嚢胞状多房控の麗蕩を認め，右府属器切除
衡を行った。なお，左卵巣及び，卵管はすでに切断され
ていた。
領後経過:備後 9日目より，病理診斯の結果を参考に
して， 6oCo3000R ( 1日100R適 2日〉にて放射線治療を
開始した。箭後の経過は良好で昭和55年 6月1713 (術後 
21耳目)退競い現在外来にて通院加療中であるが，著
変はない。
病理学的所見〈旭中央病院;Pr. 32879) :捕出された
邦巣腫療の大きさは， 23X 16X 10cm，2340gで， その
表面は平滑であった。割面では，薄い被膜に覆われた多
房性の嚢撞で大J.lIJして 3つの嚢麹から成っていた (Fig. 
1)。それを模型図に示すと Fig. 2の如くなる。それ
らの嚢抱を A，B，Cとすると， A辻， その内控に黄褐
色のどろどろした物質の貯留を認め，毛髪をいれてい
る。壁は薄く，おおむお平滑で島るが，その一部に小さ
な隆起を認めた。第 2の嚢抱Zは， A，Cと暁らかな隔
壁によって境されていた。嚢抱の内面詰蓬起なし平滑
で，黄色の沈着物が一面に付着している。第3の嚢胞C
は，その内陸に自色半透明の粘穏な液体が貯留してい
た。その一部は，内陸へ向かつて，経着陸の麗癌を形成
していた。
この嚢患を組織学的に検索すると， A，B，C3つの
嚢胞は，それぞれ異なった組識像を示した。すなわち3 
Aは，変議嚢腫で，一部に嚢抱壁の肥軍を認めた。その
部分の組織学的検索では， 嚢胞壁は嘉平上皮で被覆さ
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Fig. 3. Aの癌化を示す部分の紐識録
皮様嚢彊壁に暁らかな浸?慢性増殖を示す扇平上
皮癌を認める。 (HE) 
Fig. 4. Fig. 3の強拡大様
一部に角化摂向を示す属平上皮癌を認める 
(HE) 
Fig. 5.糞液性嚢胞膜癌
嚢抱壁は粘液形成の著明な一層の高円柱紐胞に
よって被覆されている。その一部は間質に明ら
かな浸潤性増殖を示す。 (HE)
れ，皮膚鮒罵器官をそなえていた (Fig. 3)。しかし，
その一部に潰蕩形成が認められ，異聖性の強い雇平上皮
細抱の間質への浸?障を認めた (Fig. 4)。これら癌細認
の漫潤は，嚢砲の線維牲被膜内にi衷局していた。 Bは，
嚢抱の壁tこ毛髪のみられる皮様嚢患であったが，異型を
示す主聞きの増殖はみられなかった。 Cの嚢庖壁は，高円
柱状の上皮締胞によって被覆されていた。その幸田抱詰，
粘液形成が著暁で子宮頚管上皮に類似を求められた。大
部分の上皮細胞に辻異型像は少なかった。肉E畏的に一部
にみられた隆起性撞癌は也の部分と異なって小腺管形成
が目立ち，その締抱の核のクロマチン辻，不規則とな
り，核小体大きく，按分裂橡を認めた。さらに，それら
の腫蕩細胞の一部泣隆起部位の間質へ浸潤性増殖を示し
ていた (Fig. 5)。以上の所見から高分化聖粘液性嚢胞
膜癌と診断された。
考案
皮様嚢鍾は，経細抱由来で，外，内，中日至葉の要素か
らなり，卵巣撞蕩の内でも最も一般的な良性種蕩であ
る。皮様嚢麗の悪性化は稀で， Petersonl)によると 
8038例中147例 (1.8%)，Kelly & Scully2)は， 462例中 
8例(1.7弘}と述べてお孔能文献においても， おお
よそ 1.-2%に認められると報告されているωωωω。
その発生年令比 Peterson1)は 9-88歳まで平均45.4
歳 (40歳以上が63%) としてお札 Climie & Heath4) 
は， 33.-75歳まで平均55歳と報告している。また，本邦
において広井上らのが49例を文献的に蒐集し，平均 50
歳と述べている。
一方，皮様嚢麗の好発年令は，悪性化を認められる年
令層よワ若く，20.-30歳であり，その悪性化した症例
が，平均50歳とすると，その間に20-30年のひらきがあ
ある。従って長期に存在した皮様嚢腫が詞らかの原因で
悪性化することが推論される。これは良性腫蕩の悪性化
を考える上にも興味ある点である。
皮接嚢麗の悪性化したものの大きさ辻，ノト児頭大から
成人頭大が多いが，小さい場合には，晃逃されやすく，
手術時に次の所見がみられた詩は悪性北を一応疑うべき
であると述べられている叱すなわち，その嚢撞の壁が
車く肥厚する場合や黒屈とのゆ着，組織の一部に壊死の
ある場合等である。しかし， Peterson1)は肉眼的には全
く良性であるが，組織学的検索をして誌じめて，悪性
像がみられた症例が 222例中 4例あったとし，特に皮
様嚢彊のうちでもラ最も種々の要素を含む“ dermoid 
nipple刊の部位での悪性化を示すことが多いと報告し
ている。これは，組議学的検索のさいに替に留意すべき
点、と考えられる。
前述の却し皮様嚢腫は3経葉の成分から構成されて
いる。各構成成分の出現率は， タト怪葉 100%，中距葉 
92~ι 内経葉72弘であるのが， 悪性化剖では，外野葉成
分である皮膚組織からの発生と考えられる肩平上皮癌
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222 土，v'1)Peterson的に多く報告されており，jが，圧部 
例中肩平上皮癌 180例 (82%)，H裏癌15椀 (7%)，肉麗19
例 (9%)で，その麹のものとしては，車管内皮題，血
管外皮麓，続毛癌などがみられたと報告している。また 
Climie &五eath4)は， 43例中震平上浸癌23例 (53%)，
腺癌2例 (5%)， 肉腫 3例 (7%)としてお!J， その
発生額向泣，おおむね同様である。
ここで，我々の症例を考察してみると以上述べた皮様
嚢腫の皮}曹の要素の部分の悪性化した嘉平上皮櫨を示す
嚢腫に欝接して別の皮様嚢謹を認め，さらにそれに隣接
して粘譲住嚢胞膜癌を認めた。しかも，病理組識学的に
多数の切片を作成し検索したがp 扇平上皮癌も，隷癌も
それぞれの嚢絶の一部にのみしかみられず，それらの嚢
麗の関には移行橡はなく， また腺癌の存在した嚢腫に
は，皮援嚢腫の所見は全く認められなかヮた。皮議嚢腫
の6.5%は，粘液佳嚢臆線麗を合併しているといわれて
おり，おそらし本症は皮様嚢腫と粘譲住嚢胞膜麗の合
併した嚢麗のそれぞれに皮様嚢麗からは肩平上皮癌
が，粘按性嚢胞諒腫からは，腹癌が発生したとみなすの
が妥当と考えられる。
本症例の場合，例えば，すべての嚢抱を 1つの麓壌と
し，いわゆる狭義の奇型彊の悪性化の可能性が問題にな
る。しかしながら，それぞれの嚢抱が明らかに独立し，
また異なる組織録を示し，かっ，それらの関には全く移
行橡がないことから，全体を 1つの彊蕩，すなわち，奇
型謹と考えるには難点が多い。
皮様嚢腫の悪性化症例の予後に関しては， Peterson1) 
は，本腫蕩のうち嘉平上皮癌例 177例の 5年生存率は55
弘，そのうち嚢患がゆ着，転移なく，破裂を認めなかっ
た症例， 59例は75%の5年生存率がえられ，予後良好と
報告している。また転移，嚢臆の破裂，腺ヲ富， s持麗，i昆
合悪性腫療，誠毛癌などの諸国子が認められた症例の予
後は， きわめて悪いとしているDののへ我々の症保辻，
手領時，ゆ着，転移，嚢麹の破裂はなかヮたが，嚢抱媒
癌を合併していることより，予後記関して辻，楽観でき
ないと考えられる。
結語
今回臨床的に皮様嚢麗とされた卵巣腫蕩内む組織学
的に検索した結果①皮様嚢腫舎皮議嚢腫の扇平上皮癌へ
の悪性化§粘譲性嚢抱隷癌の 3つの嚢胞が認められた。
それぞれれ独立して悪性化したことが，病理組織学的に
示唆されるきわめて稀な症弼であった。また本症例は，
多重癌の組織発生を考える上にも，示唆に富む症例と考
えられる。
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